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１．概要（Summary） 
 本研究では、zT が無次元量であることに着目し、熱

流測定を行わず、熱電変換材料のペルチェ効果を用

い、電気測定のみで熱伝導率や比熱測定を目指した

新しい熱物性測定手法の確立を目的とした。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

ダイシングソーDAD3650 
【実験方法】 
 熱電変換材料はゼーベック係数 S[V/K]，抵抗率

ρ[Ωm]，熱伝導率 κ[W/mK]の３つ物性値（熱電パラメ

ータ）を用いた性能指数 Z=S2/(ρκ)[K-1]に、絶対温度

T[K]を乗じた無次元性能指数 zT[-]を用いて見積もら

れている。本研究ではインピーダンススペクトロスコピー

法（以下、IS 法）を用いて、zT が無次元であることに着

目し熱電変換材料に電流 I を流しペルチェ熱 Qpを駆

動させ、そのインピーダンス Z(ω)の周波数依存性から

無次元性能指数 zT と抵抗率ρ(∝Re[Z(∞)])を決定し

た。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

本研究で遂行するバルク形状の材料において、特

徴的な熱周波数(fTE)は熱拡散率と長さで決まるため、

例えば 300K において測定すべき周波数領域が数百

[µHz]〜数百[mHz]と極めて小さい。交流測定の際、

デジタルロックインアンプでの測定に加えて、申請者が

提案している，コンピュータ制御による高精度電流源と

高感度電圧計を組み合わせた交流測定手法である

Quasi-AC 法 (Y. Hasegawa, JAP, 123, 235107 
(2018) )を用いて、数十[µHz]までの超低周波数に対

応した初期実験結果を Fig. 1 に示す。周波数領域で

のインピーダンス周波数測定に基づき、高い精度で

zT=0.577 が得られた。さらに、高周波数側のインピー

ダンスより、抵抗率ρ=13.4[µΩm]が得られている。 
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Fig.1 Current frequency dependence of impedance of the 
thermoelectric material using 2- and 4-prove method. 


